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議 会 傍 聴
3月定例会　150人

〔24年度累計　380人〕

第384回　3月定例会
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こんなことが決まりました
一般質問の発言者
一般質問の内容について
政務調査費の収支報告
常任委員会の審査報告
予算特別委員会の審査報告
小野市議会議員政治倫理条例の制定
連合審査会の開催
2月臨時会の結果
会派行政視察報告
議会の動き

・ 河 島 三 奈 　・ 山 本 悟 朗

・ 藤 原 　 章 　・ 山 中 修 己

・ 川 名 善 三 　・ 松 井 精 史

・ 中 井 澄 夫 　・ 　 坂 純 子

・ 竹 内 　 修 　　 　 　 　 　
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小 野 市 議 会 だ よ り

　
小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
（
反
対
討
論
あ
り
）

 
生
活
保
護
制
度
、
児
童
扶
養
手
当
制
度

に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
金
銭
を
、
偽
り
そ

の
他
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
受
給
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
正
式
に
給
付

さ
れ
た
金
銭
に
つ
い
て
も
、
給
付
の
目
的

で
あ
る
生
活
の
維
持
、
安
定
向
上
の
た
め

に
役
立
て
ず
、
パ
チ
ン
コ
、
競
輪
、
競
馬

そ
の
他
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
使
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
を
地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ
て
防

止
し
、
福
祉
給
付
制
度
の
適
正
化
に
寄
与

す
る
取
組
の
た
め
に
制
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

 
具
体
的
に
は
、
福
祉
給
付
制
度
適
正
化

協
議
会
、
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
推
進
員

を
設
け
、
受
給
者
の
健
全
な
生
活
の
確
保

と
自
立
の
た
め
の
相
談
、
指
導
、
指
示
等

の
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 
地
域
主
権
一
括
法
（
第
１
次
及
び
第
２

次
）
に
よ
り
、「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
」
及
び
「
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
指
定
に

関
し
て
、
申
請
者
を
法
人
と
す
る
基
準
を

条
例
上
明
記
す
る
と
と
も
に
、「
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
及
び
「
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

に
係
る
従
業
者
の
員
数
に
関
す
る
基
準
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
条
例
で

定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

 
こ
れ
ら
の
基
準
は
、
省
令
の
基
準
を
も

っ
て
そ
の
基
準
と
す
る
が
、
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
の
居
室
定
員

を
２
人
か
ら
４
人
に
緩
和
す
る
こ
と
や
介

護
報
酬
返
還
請
求
（
５
年
）
の
行
使
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
従
業
者
の
勤
務
記
録

等
の
保
存
期
間
を
２
年
か
ら
５
年
と
す
る

等
の
５
項
目
に
つ
い
て
の
独
自
基
準
を
導

入
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
家
禽
類

の
間
で
高
病
原
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
、
人
に
感
染
し
た
場
合
、
高
い
致
死

率
で
死
亡
す
る
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
平
成

２４
年
４
月
に
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
」
が
成

立
し
た
。

 
同
法
第

３４
条
の
規
定
に
よ
り
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
な
さ

れ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
市
町
村
行
動

計
画
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
直
ち
に

市
町
村
対
策
本
部
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

該
対
策
本
部
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
た

め
の
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
清
掃
事
業
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
大

谷
池
）
の
管
理
運
営
は
、
現
在
、
市
の
直

営
管
理
で
あ
る
が
、
平
成

２５
年
４
月
１
日

か
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節

減
を
図
る
た
め
、
同
処
分
場
に
つ
い
て
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
条
例

上
に
使
用
許
可
の
基
準
を
明
記
し
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
管
理
者
権
限
の
範
囲
を
定

め
よ
う
と
す
る
も
の
。
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小 野 市 議 会 だ よ り

　
小
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
運
営
事
業
に
つ
い
て
平

成
２１
年
度
に
基
金
を
ほ
ぼ
全
額
取
り
崩
し
、

平
成

２３
年
度
に
税
率
改
正
を
行
っ
た
も
の

の
、
年
々
増
加
す
る
医
療
費
負
担
や
後
期

高
齢
者
支
援
金
の
負
担
増
に
よ
り
税
率
を

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
具
体
的
な
税

率
改
正
は
左
記
の
表
の
と
お
り
。

　
小
野
市
立
ひ
ま
わ
り
園
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
本
条
例
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
障
害

者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
」
の
名
称
が
、

「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規

則
」
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
整
備
を

行
お
う
と
す
る
も
の
。

 　
兵
庫
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
兵
庫
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を

構
成
す
る
一
部
事
務
組
合
の
う
ち
、
宍
粟

市
及
び
姫
路
市
で
構
成
す
る
「
宍
粟
環
境

事
務
組
合
」
の
解
散
に
よ
る
平
成

２５
年
３

月
３１
日
付
け
で
の
脱
退
と
、
平
成

２５
年
４

月
１
日
付
け
で
相
生
市
、
た
つ
の
市
、
宍

粟
市
、
太
子
町
及
び
佐
用
町
で
構
成
す
る

「
西
は
り
ま
消
防
組
合
」
の
新
設
に
伴
う

同
退
職
手
当
組
合
へ
の
加
入
に
伴
う
規
約

改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

　
小
野
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
管

理
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
お
う
と
す
る

も
の
。

〈
指
定
先
〉

　
尼
崎
市
金
楽
寺
町
二
丁
目
２
番

３３
号

　
株
式
会
社
タ
ク
マ
テ
ク
ノ
ス
西
日
本
支
社

　
支
社
長
　
小
堀
　
雅
介
　

〈
指
定
期
間
〉

　
平
成

２５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２８
年
３

月
３１
日
ま
で

　
小
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
１
　
市
道
１
７
４
３
号
線
　
Ｌ
＝
１
８
５．

　
　

０
ｍ
　
黒
川
町

　
　
　
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
道
路
整
備

　
　
に
よ
る
も
の
。

　
２
　
市
道
５
３
３
６
号
線
　
Ｌ
＝
９
０．

　
　

１
６
ｍ
　
中
島
町

　
　
　
市
道
５
２
３
１
号
線
の
路
線
が
変

　
　
更
さ
れ
、
従
前
市
道
５
２
３
１
号
線

　
　
の
一
部
で
あ
っ
た
も
の
を
別
路
線
と

　
　
し
て
市
道
認
定
す
る
も
の
。

　
３
　
市
道
６
３
５
５
号
線
　
Ｌ
＝
１，

　
　

５
４
７．
０
ｍ
　
中
谷
町

　
　
　
従
前
県
道
で
あ
っ
た
も
の
を
市
道

　
　
に
移
管
替
す
る
も
の
。

　
　

　
小
野
市
道
路
線
の
変
更
及
び
廃
止
に
つ

い
て

〈
変
更
す
る
路
線
〉

　
１
　
市
道
５
０
０
５
号
線
　
Ｌ
＝
５
５
６．

　
　

８
８
ｍ
　
王
子
町

　
　
　
市
道
改
良
工
事
に
よ
り
路
線
を
延

　
　
伸
す
る
変
更
認
定
を
行
う
も
の
。

　
　
　
延
伸
距
離
　
Ｌ
＝
７
８．
７
０
ｍ

　
２
　
市
道
５
２
３
１
号
線
　
Ｌ
＝
１
３
０．

　
　

４
０
ｍ
　
中
島
町

　
　
　
路
線
の
一
部
変
更
に
よ
る
変
更
認

　
　
定
を
行
う
も
の
。
な
お
、
変
更
前
の

　
　
一
部
の
路
線
は
、
市
道
５
３
３
６
号

　
　
線
と
し
て
新
規
認
定

　
　
　
路
線
変
更
に
よ
り
△
３
７．
２
２
ｍ

　
３
　
市
道
６
３
０
５
号
線
　
Ｌ
＝
１，

　
　

９
２
２．
３
１
ｍ
　
小
田
町

　
　
　
市
道
の
一
部
を
県
道
に
移
管
す
る

　
　
も
の
。

　
　
　
路
線
移
管
に
よ
り
△
１，
１
３
４．

　
　

６
６
ｍ

〈
廃
止
す
る
路
線
〉

　
１
　
市
道
６
３
１
７
号
線
　
曽
根
町

　
　
　
市
道
６
３
１
７
号
線
の
す
べ
て
を

　
　
県
道
に
移
管
す
る
も
の
。

　
　
　
路
線
移
管
に
よ
り
△
６
８
３．
０

　
　
７
ｍ

　
播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合
か
ら
の
脱
退

に
つ
い
て

　
播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合
か
ら
の
脱
退

に
つ
い
て
、
改
正
さ
れ
た
地
方
自
治
法
第

２
８
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

脱
退
す
る
日
の
２
年
前
ま
で
に
他
の
全
て

の
構
成
団
体
に
書
面
で
予
告
す
る
た
め
に
、

議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
。

　（
仮
称
）
小
野
市
防
災
セ
ン
タ
ー
建
築

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
の
相
手
方

　
姫
路
市
辻
井
１
丁
目
１
番

２３
号

　
株
式
会
社
赤
鹿
建
設

　
代
表
取
締
役
　
赤
鹿
　
竜
夫

契
約
金
額

　
　
５
億
９，
５
３
５
万
円

　（
仮
称
）
小
野
市
防
災
セ
ン
タ
ー
電
気

設
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
の
相
手
方

　
姫
路
市
保
城
９
８
１
番
地
の
１

　
西
部
電
気
建
設
株
式
会
社
　
姫
路
支
店

　
支
店
長
　
松
村
　
隆
好

契
約
金
額

　
５
億
３，
７
４
９
万
５，
０
０
０
円

３

（単位：％，円）

所得割

資産割

均等割

平等割

限度額

改正前 改正後

６．２５

７．５０

２２，５００

２１，５００

５１０，０００

７．１０

同左

２５，０００

２３，０００

同左

医　療　分

改正前 改正後

２．１９

１．５０

７，５００

６，２００

１４０，０００

２．５０

同左

８，０００

７，０００

同左

後期高齢者支援分

改正前 改正後

２．０４

１．５０

８，８００

５，０００

１２０，０００

２．３０

同左

９，０００

６，０００

同左

介　護　分
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小 野 市 議 会 だ よ り

　
小
野
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
委

員
の
選
任
方
法
や
在
任
期
間
等
に
関
す
る

規
定
に
つ
い
て
は
、
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

　
小
野
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
政

務
調
査
費
を
政
務
活
動
費
に
改
め
、
政
務

活
動
費
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
の

範
囲
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
当
該
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
。

　
小
野
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
議
員
が
市
民
の
厳
粛
な
負
託
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、
そ
の

負
託
に
全
力
で
応
え
る
た
め
、
議
員
の
政

治
倫
理
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ

に
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
き
の
審
査
の
請

求
方
法
や
審
査
会
の
設
置
、
議
会
の
措
置

等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の

政
治
倫
理
の
確
立
に
寄
与
す
る
た
め
。

　
今
回
の
補
正
は
、
北
播
磨
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
企
業
団
出
資
金
や
新
都
市
中
央
線

整
備
事
業
に
係
る
繰
越
明
許
費
の
補
正
の

ほ
か
、
総
合
体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修
（
オ

ス
ト
メ
イ
ト
、
お
む
つ
替
え
台
の
設
置
）

や
幼
稚
園
の
ク
ラ
ス
増
に
対
応
す
る
た
め

の
備
品
等
の
整
備
、
各
事
業
の
決
算
見
込

み
に
よ
る
減
額
な
ど
の
補
正
を
行
お
う
と

す
る
も
の
で
す
。

平
成
２４
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
６
４
８，
０
０
０
千
円
　
減
額

補
正
後
総
額
　
２
３，
７
３
７，
５
０
０
千
円

平
成
２４
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
１
０，
０
０
０
千
円
　
減
額

補
正
後
総
額
　
　
５，
８
５
３，
０
０
０
千
円

平
成
２４
年
度
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
　
　
１，
２
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
３，
３
４
６，
５
０
０
千
円

平
成
２４
年
度
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
　
　
　
７，
９
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
　
４
３
５，
９
０
０
千
円

平
成
２４
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
入

　
補
　
正
　
額
　
　
　
　
３
８，
０
０
０
千
円
減
額

　
補
正
後
総
額
　
１，
１
５
２，
０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
　
　
　
６
５，
０
０
０
千
円
減
額

　
補
正
後
総
額
　
１，
１
２
５，
０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

　
補
　
正
　
額
　
　
６
５，
０
０
０
千
円
減
額

　
補
正
後
総
額
　
２
９
９，
０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
１
３
０，
０
０
０
千
円
減
額

　
補
正
後
総
額
　
６
０
０，
０
０
０
千
円

平
成
２４
年
度
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
入

　
補
　
正
　
額
　
　
　
　
１
９，
０
０
０
千
円
減
額

　
補
正
後
総
額
　
１，
２
８
２，
０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
　
　
　
９，
０
０
０
千
円
減
額
　

　
補
正
後
総
額
　
１，
５
０
０，
０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

　
補
　
正
　
額
　
　
　
　
７
９，
０
０
０
千
円
減
額

　
補
正
後
総
額
　
１，
１
２
６，
０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

　
補
　
正
　
額
　
　
　
　
８
２，
０
０
０
千
円
減
額

　
補
正
後
総
額
　
１，
５
４
３，
０
０
０
千
円

４

（単位：千円）

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

小　　　計

都 市 開 発 事 業

病 院 事 業

水 道 事 業

下 水 道 事 業

小　　　計

合　　　　　計

一 般 会 計

会 計 別 平成２５年度

１９，８２０，０００

５，９８６，０００

３，４１４，０００

４４１，０００

９，８４１，０００

３３，８００

２，３４８，８００

２，０６７，０００

３，０２１，０００

７，４７０，６００

３７，１３１，６００

　安全・安心な暮らしの確保、高度で良好な生活圏の
形成、子育て・教育環境の充実、魅力・活力ある地域
づくりに重点を置いた、平成２５年度当初予算が上程
され、予算特別委員会で付託審査の後、本会議で可決
されました。

平成２５年度会計別予算総額

※予算特別委員会で、議員から出された意見や指摘・
　要望等は、１２ページに詳しく掲載しています。
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小 野 市 議 会 だ よ り

河
島
三
奈
議
員

・
市
民
満
足
度
調
査
に
つ
い
て

・
節
電
対
策
に
つ
い
て

・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
今
後
の
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合
か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て

・
身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

・
議
案
第

１７
号
　
小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
生
活
保
護
制
度
見
直
し
に
つ
い
て

・
市
民
病
院
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
議
案
第

１７
号
　
小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
地
方
公
務
員
給
与
削
減
に
つ
い
て

・
高
齢
者
移
動
手
段
に
つ
い
て

・
河
合
配
水
池
等
改
修
計
画
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
平
成

２５
年
度
小
野
市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
議
案
第
３
号
　
平
成

２５
年
度
小
野
市
一
般
会
計

　
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第

２１
号
　
小
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

松
井
精
史
議
員

・
公
金
の
適
正
管
理
及
び
資
金
運
用
に
つ
い
て

・
消
防
署
南
分
署
に
つ
い
て

中
井
澄
夫
議
員

・
教
育
現
場
等
に
お
け
る
体
罰
に
つ
い
て

・
公
害
に
つ
い
て

�
坂
純
子
議
員

・
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
整
備
に
つ
い
て

・
学
校
の
運
動
会
行
事
に
つ
い
て

・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
市
営
住
宅
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

・
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

高朞

平成25年

3月定例会
平成25年

3月定例会
平成25年

3月定例会
平成25年

3月定例会

(一般質問は発言した議員が編集しました)

（はじめての給食。全部食べるよ。）

市議会HP内の「ビデオライブラリ」からも、
議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.ono-sigikai.jp/
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　質
問
　
市
民
満
足
度
調
査
に
つ
い
て

　答
弁
　
社
会
情
勢
が
急
激
に
変
化
す
る
中

で
市
民
意
識
も
同
様
に
常
に
変
化
し
て
お

り
、
市
民
満
足
度
向
上
の
た
め
に
市
民
意

識
を
絶
え
ず
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
不
可

欠
な
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
広
聴
シ
ス

テ
ム
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
調

査
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
の
見
直
し
等

の
節
目
に
お
い
て
実
施
し
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
節
電
対
策
・
新
電
力
へ
の
振
り
分

け
に
つ
い
て

　答
弁
　
昨
年
か
ら
検
討
を
始
め
、
効
果
額

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
試
算
上
で
は
年
額

２
０
０
〜
３
０
０
万
円
程
度
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
料
金
の
算
定
方
法
や
対
象
施
設

が
事
業
者
に
よ
り
異
な
る
こ
と
。
ま
た
コ

ス
ト
要
因
が
国
の
政
策
に
よ
り
左
右
さ
れ

不
安
定
で
、
後
年
度
に
つ
い
て
も
継
続
的

に
同
様
の
効
果
が
出
る
か
が
不
透
明
で
あ

る
こ
と
。
さ
ら
に
今
後
の
安
定
供
給
も
確

実
に
は
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
現
段
階
で
は
振

り
分
け
に
つ
い
て
は
行
わ
な
い
こ
と
に
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
今
年
度
の
神
戸
電
鉄
へ
の
支
援
額

に
つ
い
て

　答
弁
　
対
前
年
度
比

０．７
％
減
を
乗
じ
た
平

成
２４
年
度
の
目
標
額
は

９５
億
６
１
０
０
万

円
余
り
だ
が
、
実
際
の
旅
客
運
輸
収
入
は
、

そ
の

０．７
％
を
下
回
る

１．１
％
減
の

９５
億
円
余
り

で
、
不
足
額
は
６
１
０
０
万
円
の
見
込
み
。

そ
の
不
足
額
を
三
木
市
と
小
野
市
で
補
填

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
小
野
市
の
支
援

額
は
約
２
４
０
０
万
円
程
度
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
今
後
の
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て

　答
弁
　
コ
ス
ト
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
向
上

を
念
頭
に
置
き
、
民
間
委
託
の
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
・
研
究
し
、

そ
れ
を
も
と
に
検
討
会
議
で
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
現
時
点
で
は
民
間
委
託
を
し
て

も
特
筆
す
る
べ
き
メ
リ
ッ
ト
が
見
当
た
ら

な
い
為
、
市
直
営
継
続
が
望
ま
し
い
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

山
本
悟
朗
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合
か
ら
の

脱
退
に
つ
い
て

　質
問
　
播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合
か
ら
の

脱
退
に
つ
い
て
、
今
後
の
影
響
を
問
う
。

　答
弁
　
小
野
市
民
が
播
磨
看
護
専
門
学
校

へ
の
進
学
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
推
薦

入
学
枠
と
入
学
金
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
っ
た
扱
い
と
な
る
が
、
卒
業
後

の
進
路
に
は
影
響
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と

の
大
き
な
差
は
発
生
し
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
の
利
用

状
況
に
つ
い
て

　質
問
　
身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
の
利
用

に
つ
い
て
、
適
正
な
運
営
を
は
か
る
た
め

の
施
策
を
問
う
。

　答
弁
　
対
象
と
な
る
駐
車
区
画
の
適
正
な

利
用
に
は
多
く
の
方
々
の
理
解
と
モ
ラ
ル

が
不
可
欠
で
あ
り
、
適
切
な
利
用
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
県
と
も
連
携
し
て
、
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（
市
当
局
）

小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　質
問
　
議
案
第
１７
号
、
小
野
市
福
祉
給
付

制
度
適
正
化
条
例
に
つ
い
て
、
各
条
文
の

内
容
と
意
義
を
問
う
。

　答
弁
　「
生
活
保
護
費
で
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

禁
止
条
例
・
市
民
に
よ
る
受
給
者
の
監
視
」

な
ど
と
、
条
例
の
本
旨
に
合
わ
な
い
報
道

が
一
部
で
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

条
例
を
も
っ
て
何
ら
か
の
行
政
処
分
を
課

す
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
皆
様
に
通
報
を
お
願
い
す
る
の

は
、
不
正
受
給
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

受
給
者
の
自
立
支
援
の
早
期
実
現
を
は
か

り
、
保
護
を
必
要
と
す
る
方
に
つ
い
て
支

援
を
開
始
す
る
為
の
「
見
守
り
」
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　（
市
長
）

河
島
三
奈
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

小 野 市 議 会 だ よ り
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山
中
修
己
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

生
活
保
護
制
度
見
直
し
に
つ
い
て

　質
問
　
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
。
小
野
市
民
へ
の
影
響
は

ど
う
な
る
の
か
尋
ね
ま
す
。

　答
弁
　
地
域
区
分
に
よ
る
影
響
、
経
過
措

置
な
ど
、
市
で
把
握
で
き
る
状
況
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

市
民
病
院
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

　質
問
　
市
民
病
院
の
医
師
が
大
量
に
退
職

さ
れ
ま
す
が
、
退
職
の
主
な
理
由
、
診
療

体
制
、
入
院
へ
の
対
応
、
夜
間
、
休
日
の

救
急
体
制
、
今
後
の
対
策
を
尋
ね
ま
す
。

　答
弁
　
退
職
の
理
由
は
大
学
医
局
の
人
事

異
動
や
自
己
都
合
で
す
。
慰
留
に
努
め
ま

し
た
が
５
月
以
降
は

１８
名
に
な
り
ま
す
。

外
来
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
が
、
入
院
は

１
０
９
床
に
減
り
ま
す
。
夜
間
救
急
は
内

科
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
医

師
確
保
に
努
め
ま
す
。
　
　
　（
市
当
局
）

小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条

例
に
つ
い
て
　

　質
問
　
本
条
例
制
定
に
は
反
対
で
す
。
当

然
「
不
正
受
給
」
も
「
浪
費
で
生
活
破
た

ん
」
も
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
条
例
制

定
」
は
受
給
者
に
精
神
的
重
圧
を
与
え
、

憲
法
２５
条
の
精
神
に
否
定
的
影
響
を
与
え

か
ね
ま
せ
ん
。
し
か
も
第
５
条
で
市
民
に

「
情
報
提
供
」
を
定
め
て
い
る
こ
と
は
、

受
給
者
に
対
す
る
「
監
視
」「
通
報
」
を

奨
励
す
る
こ
と
に
な
る
と
危
惧
し
ま
す
。

そ
こ
で
受
給
者
の
気
持
ち
を
ど
う
思
う
か
、

申
請
・
受
給
抑
制
に
な
ら
な
い
か
尋
ね
ま

す
。

　答
弁
　
こ
の
条
例
は
「
肩
身
の
狭
さ
感
」

を
や
が
て
払
し
ょ
く
し
、「
生
活
保
護
を

受
け
る
権
利
」
と
安
心
し
た
生
活
が
確
保

で
き
る
一
つ
の
試
金
石
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
第
５
条
第
２
項
に
よ
り
漏

給
防
止
に
努
め
、
相
談
体
制
の
強
化
も
図

る
こ
と
か
ら
申
請
・
受
給
抑
制
に
な
る
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
　
　
　（
市
当
局
）

公
務
員
給
与
削
減
に
つ
い
て

　質
問
　
政
府
か
ら
地
方
公
務
員
給
与
を
国

家
公
務
員
並
に
削
減
す
る
要
請
が
き
て
い

る
が
、
小
野
市
は
Ṳ
ṿ
市
政
発
足
以
来

少
数
精
鋭
で
成
果
を
出
し
て
き
て
お
り
、

こ
の
度
は
据
え
置
く
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か
。

　答
弁
　
こ
の
要
請
は
平
成

２５
年
限
り
の
臨

時
的
な
措
置
で
あ
り
、
国
が
給
与
削
減
し

た
か
ら
、
地
方
も
当
然
削
減
す
べ
き
と
の

考
え
方
に
た
っ
て
い
ま
す
が
、
小
野
市
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
行
財
政
の
厳
し
い

中
、
国
以
上
の
人
件
費
削
減
に
取
り
組
み
、

実
績
を
あ
げ
て
き
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
平
成

１１
年
か
ら
一
般
行
政
職
員
数
１
０

７
人
、
２
８．
２
％
の
減
、
総
人
件
費
で

は
累
計
で
６
７．
５
億
円
の
削
減
を
し
て

お
り
、
そ
の
財
源
を
、
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
完
全
無
料
化
、
学
校
の
校
舎
耐
震
化

１
０
０
％
、
教
室
の
空
調
設
備
設
置
な
ど

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
投
入
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
、
国
県
、
他
の
自
治
体
の

動
向
を
見
極
め
、
市
と
し
て
自
己
決
定
、

自
己
責
任
の
考
え
に
た
ち
、
し
か
る
べ
き

時
期
に
自
ら
の
責
任
あ
る
決
断
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
市
長
）

高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　答
弁
　
ら
ん
ら
ん
バ
ス
は
、
子
ど
も
や
高

齢
者
の
通
学
、
買
い
物
、
通
院
な
ど
の
移

動
手
段
と
し
て
、
平
成

１６
年
に
運
行
開
始

し
、

１０
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
初
の

３
台
か
ら
現
在
５
台
体
制
で
、

１０
万
人
の

利
用
者
数
を
見
込
む
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
共
、
福
祉
施
策
と
し
て
、
市
内

全
域
を
網
羅
し
、
引
き
続
き
、
き
め
細
か

い
ル
ー
ト
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
利
便
性

を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
　（
市
当
局
）

河
合
配
水
池
等
改
修
計
画
に
つ
い
て

　答
弁
　
平
成

２５
、

２６
年
に
基
本
計
画
、 

詳

細
設
計
を
行
い
、

２７
年
度
か
ら
２
カ
年
で

整
備
工
事
を
進
め
ま
す
。
内
容
は
紫
外
線

処
理
、
配
水
池
整
備
及
び
耐
震
化
を
備
え

た
施
設
で
、
予
算
は
約
６
億
円
と
試
算
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

藤
原
　
　

章
　

議
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党
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８

小
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　質
問
　
改
定
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

　答
弁
　
制
度
の
構
造
的
な
課
題
を
含
め
、

医
療
費
の
伸
び
と
税
な
ど
の
収
入
面
に
お

い
て
、
著
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
状
態
が

続
き
、
大
半
の
自
治
体
で
、
大
変
厳
し
い

事
業
運
営
に
直
面
し
て
い
る
。
近
隣
市
で

は
、
各
市
と
も
こ
こ
数
年
の
間
に
、
三
度

以
上
の
税
額
の
引
き
上
げ
を
実
施
さ
れ
て

き
た
が
、
本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
基
金
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
平
成

１６
年

の
税
額
改
定
以
降
、
基
礎
課
税
分
の
引
き

上
げ
を
見
合
わ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
平

成
２１
年
度
に
お
い
て
事
業
基
金
の
ほ
ぼ
全

額
を
取
り
崩
し
た
こ
と
か
ら
平
成

２３
年
度

に
七
年
ぶ
り
の
税
額
改
定
を
実
施
さ
せ
て

頂
い
た
。
平
成

２３
年
度
以
降
は
事
業
の
健

全
化
に
鋭
意
取
り
組
ん
だ
が
、
こ
れ
ら
積

極
的
な
経
費
削
減
策
を
し
て
も
年

１．５
％
程

度
の
医
療
費
の
継
続
的
な
増
加
、
後
期
高

齢
者
医
療
費
、
介
護
保
険
給
付
費
の
増
大

に
対
す
る
負
担
金
が
毎
年
１
千
万
円
程
度

の
規
模
で
増
加
し
続
け
て
き
た
。
一
方
で

税
収
額
は
、
経
済
不
況
の
長
期
化
や
失
業
、

定
年
に
よ
る
無
就
労
者
の
加
入
に
よ
り
、

減
少
傾
向
が
続
く
な
ど
医
療
費
や
負
担
金

の
伸
び
に
対
応
で
き
な
い
収
支
状
況
が
続

い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
成

２５
年
度
か
ら

２６
年
度
の
二
年
間
の
医
療
費

な
ど
を
予
測
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
入
の
増
額
を
図
っ
た
上
で
、
な
お
不

足
す
る
部
分
を
被
保
険
者
の
方
々
に
負
担

願
う
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
り
、
こ
の
状

況
を
本
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

に
諮
問
さ
せ
て
頂
き
、
全
員
一
致
で
了
承

す
る
旨
の
答
申
を
賜
っ
た
。
　（
市
当
局
）

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て

　質
問
　
通
学
路
安
全
対
策
強
化
事
業
１
千

万
円
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

　答
弁
　
①
小
野
東
小
学
校
の
西
側
と
南
側

の
市
道
の
路
肩
カ
ラ
ー
化
、
及
び
一
部
道

路
の
拡
幅
、
②
市
場
小
学
校
南
側
、
保
育

園
と
の
間
の
市
道
の
全
面
カ
ラ
ー
舗
装
を

予
定
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

公
金
の
適
正
管
理
及
び
資
金
運
用

に
つ
い
て

　質
問
　
公
金
の
適
正
管
理
体
制
に
つ
い
て

　答
弁
　
現
金
を
取
り
扱
っ
て
い
る
部
署
で

は
、
公
金
の
管
理
業
務
に
つ
い
て
の
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
や
公
金
管
理
配
置
図
を
作
成

し
、
確
認
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
も
と
に
、

各
課
長
な
ど
が
そ
の
責
任
に
お
い
て
、
適

正
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
市
全
体
と
し
て

の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
る
。

事
故
・
不
正
を
起
こ
さ
せ
な
い
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
こ
れ
ら

を
継
続
実
施
す
る
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
資
金
の
運
用
形
態
と
運
用
方
針
に

つ
い
て

　答
弁
　
３
会
計
の

２５
年
２
月
末
現
在
の
運

用
形
態
は
、
定
期
預
金

８２
億
３
千
万
円
、

債
券
４
億
円
、
繰
替
運
用
・
貸
付
金

２１
億

１
千
万
円
、
決
済
用
預
金
１
千
万
円
の
合

計
１
０
７
億
５
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。
資

金
運
用
に
つ
い
て
は
、
安
全
を
第
一
に
６

人
の
委
員
で
構
成
す
る
「
小
野
市
資
金
運

用
会
議
」
に
お
い
て
協
議
し
市
長
決
裁
に

得
て
運
用
し
て
い
る
。
　
　（
市
当
局
）

消
防
署
南
分
署
に
つ
い
て

　質
問
　
消
防
署
南
分
署
の
成
果
に
つ
い
て

　答
弁
　
育
ヶ
丘
町
及
び
小
野
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
お
け
る
救
急
対
応
を
は
じ
め
、
山
陽

自
動
車
道
に
お
け
る
救
急
救
助
事
案
及
び
、

匠
台
の
工
業
団
地
に
お
け
る
危
険
施
設
等

の
火
災
な
ど
、
小
野
南
地
区
で
の
各
種
災

害
等
に
対
し
て
、
現
場
到
着
時
間
の
短
縮

及
び
初
動
体
制
の
確
立
が
で
き
、
被
害
の

軽
減
に
結
び
付
け
ら
れ
た
。
　（
市
当
局
）

　質
問
　
下
東
条
地
区
、
河
合
地
区
に
も
救

急
体
制
を
。

　答
弁
　
救
急
車
を
配
置
す
る
必
要
性
は
十

分
に
理
解
で
き
る
。
今
後
の
人
口
減
少
社

会
と
市
の
財
政
状
況
を
中
長
期
的
に
考
え

戦
略
を
し
っ
か
り
立
て
た
上
で
計
画
す
べ

き
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

川
名
善
三
　

議
員

公
　
明
　
党

松
井
精
史
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ
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９

教
育
現
場
等
に
お
け
る
体
罰
に
つ

い
て

　質
問
　
教
育
現
場
等
に
お
け
る
体
罰
に
つ

い
て
問
う
。

　答
弁
　
指
導
者
の
過
剰
な
熱
意
、
あ
る
い

は
勝
利
至
上
主
義
に
よ
る
体
罰
や
行
き
過

ぎ
た
指
導
も
、
数
年
前
に
一
部
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
市
内
各
部
活
動
の
顧
問
か
ら
構

成
さ
れ
る
中
学
校
体
育
連
盟
に
お
い
て
、

指
導
方
法
の
見
直
し
が
な
さ
れ
、「
体
罰

な
き
部
活
動
」
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
、

共
通
理
解
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
目
立

っ
た
体
罰
に
よ
る
指
導
は
報
告
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
体
罰
の
調
査
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
調
査
は
、
平
成

２４
年

度
に
起
き
た
体
罰
事
案
に
つ
い
て
、
小
学

生
は
保
護
者
が
、
中
学
生
に
つ
い
て
は
生

徒
本
人
が
答
え
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
調
査
で
市
内
に
お
い
て
体
罰

を
受
け
た
と
答
え
て
い
る
の
は
、
全
部
で

１６
件
あ
り
、
う
ち
７
件
が
中
学
校
の
部
活

動
中
に
発
生
し
た
事
案
で
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
部
活
動
中
に
飴
を
な
め
て
い
た
時
、

安
全
上
練
習
し
て
は
い
け
な
い
場
所
で
練

習
し
て
い
る
の
を
注
意
し
た
時
、
あ
る
い

は
プ
レ
ー
中
の
競
技
態
度
が
悪
く
注
意
し

た
時
な
ど
に
、
平
手
で
頭
を
叩
い
た
、
肩

の
あ
た
り
を
叩
い
た
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

　
体
罰
に
つ
い
て
は
「
起
こ
さ
せ
な
い
、

見
逃
さ
な
い
」
の
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要

で
個
々
の
意
識
改
革
に
尽
き
る
。
今
後
も

組
織
と
し
て
情
報
の
共
有
化
を
行
い
、
根

絶
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。
　
　（
市
長
）

公
害
に
つ
い
て

　質
問
　
昨
年
度
に
お
け
る
公
害
及
び
苦
情

と
復
井
町
に
あ
る
養
鶏
場
の
悪
臭
等
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
公
害
と
認
定
し
た
事
案
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、

２４
年
度
の
２
月
末
現
在
の
苦
情

は
、
騒
音
は
３
件
、
悪
臭
は
４
件
、
水
質

汚
濁
は
３
件
で
あ
り
ま
し
た
。
復
井
町
の

養
鶏
場
の
悪
臭
に
つ
い
て
は
、
苦
情
が
あ

れ
ば
現
地
調
査
及
び
立
入
り
等
を
実
施
し
、

実
態
把
握
と
共
に
事
業
者
に
対
し
、
改
善

措
置
等
行
政
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
整
備
に
つ

い
て

　質
問
　
小
野
東
小
学
校
通
学
路
市
道
１
３

３
５
号
線
と
１
３
３
６
号
線
の
交
差
点
は
、

全
児
童
の
８５
％
が
横
断
し
て
正
門
へ
向
か

う
が
、
特
に
危
険
で
あ
る
の
で
横
断
歩
道

が
あ
れ
ば
安
全
と
思
わ
れ
る
が
考
え
を
問

う
。

　答
弁
　
交
差
点
周
辺
に
歩
行
者
溜
ま
り
を

確
保
す
る
と
共
に
、
交
差
点
か
ら
小
野
東

小
学
校
校
門
側
の
北
側
及
び
東
側
へ
、
路

肩
の
カ
ラ
ー
化
を
計
画
す
る
。
改
良
後
に

は
横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
西
環
状
線
整
備
は
過
去
の
経
緯
も

あ
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
通
学
路
の

危
険
箇
所
と
し
て
の
拡
張
計
画
に
つ
い
て

問
う
。

　答
弁
　
事
業
費
削
減
の
検
討
と
し
て
両
側

歩
道
の
案
か
ら
片
側
歩
道
の
案
に
変
更
し

た
が
、
沿
道
地
権
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
実
施
す
る
事
は
困
難

な
事
業
で
あ
り
、
地
元
の
後
押
し
も
お
願

い
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

学
校
の
運
動
会
行
事
に
つ
い
て

　質
問
　
春
季
運
動
会
へ
今
後
移
行
し
て
い

く
予
定
な
の
か
問
う
。

　答
弁
　
５
月
は
熱
中
症
予
防
も
で
き
、
身

体
的
疲
労
が
少
な
い
。
自
然
学
校
を
２
学

期
に
変
更
し
、
平
成

２６
年
度
に
は
全
て
の

小
学
校
で
春
季
開
催
と
な
る
。（
市
当
局
）

神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

　質
問
　
粟
生
線
カ
ム
バ
ッ
ク
制
度
（
通
勤

定
期
転
換
補
助
制
度
）
で
の
利
用
増
加
に

つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
６
７
０
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
年

間
利
用
者
数
を
７
０
０
万
人
に
回
復
さ
せ

る
為

２０
万
人
の
増
加
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
粟
生
線
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
く
ら
ぶ
の

入
会
者
数
増
加
へ
の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
沿
線
自
治
会
や
企
業
な
ど
へ
の
入

会
促
進
活
動
、
新
聞
広
告
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
の
呼
び
か
け
な
ど
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

市
民
ク
ラ
ブ

小 野 市 議 会 だ よ り

高
坂
純
子
　

議
員

中
井
澄
夫
　

議
員



１０

小 野 市 議 会 だ よ り

会派に対する政務調査費一人あたり年間２４万円交付 （単位：円）

収
入

支
　
　
　
　
　
　
出

市
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

　質
問
　
市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
及
び
建
て

替
え
の
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
策
定
中
の
「
市
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
」
案
で
は
、
新
田
、
丸
山
、
中
町
、

広
渡
の
四
団
地
は
、
維
持
管
理
及
び
個
別

改
善
を
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
浄
谷
、
福
住
、
河
合

中
団
地
等
の

１３
団
地
は
、
平
成

２７
年
度
か

ら
段
階
的
に
「
浄
谷
団
地
用
地
内
」
な
ど

に
集
約
し
建
て
替
え
る
計
画
と
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
・
市
長
）

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

　質
問
　
１
点
目
、
連
立
与
党
が
打
ち
出
し

た
「
国
土
強
靭
化
施
策
」
ま
た
「
防
災
、

減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
緊

急
経
済
対
策
の
影
響
を
伺
う
。

　答
弁
　
２
月

１２
日
の
第
３
８
３
回
市
議
会

臨
時
会
で
決
定
し
た
補
正
予
算
は
、
国
の

「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
を
財
源
に

し
て
お
り
、
対
象
工
事
は

１７
事
業
で
す
。

お
尋
ね
の
「
緊
急
経
済
対
策
」
に
よ
り

１１

億
円
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
半
の
事
業
を
市
内
業
者
に
発

注
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
経
済
効
果
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
市
の
財
政
、
市
内
経

済
、
市
民
生
活
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
早

期
に
執
行
い
た
し
ま
す
。
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
２
点
目
、「
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
事
業
」
は
、
災
害
時
に
重
要
な
拠
点

と
な
る
小
野
東
小
学
校
校
舎
と
体
育
館
の

建
て
替
え
に
も
使
わ
れ
る
が
、
他
に
校
区

住
民
に
ど
う
役
立
つ
の
か
伺
う
。

　答
弁
　
校
舎
で
は
危
険
な
渡
り
廊
下
を
撤

去
し
、
３
階
部
分
に
多
目
的
室
を
設
け
て

地
域
に
開
放
い
た
し
ま
す
。

　
体
育
館
は
面
積
を
広
げ
、
２
階
に
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
が
利
用
で
き
る
会
議
室

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
　
　（
市
当
局
）

竹
内
　
修
　

議
員

公
　
明
　
党

２０，０００

０

２０，０００

２４０，０００

７９，５３０

７９，５３０

１６０，４７０

４８０，０００

２５７，１０７

２５７，１０７

２２２，８９３

１，６６０，０００

５３９，７０６

１７，４００

１６４，０９５

７２１，２０１

９３８，７９９

４８０，０００

１５４，１９４

３１，５００

１８５，６９４

２９４，３０６

７２０，０００

３４，２００

５１８，７８３

６，６５７

５５９，６４０

１６０，３６０

支 給 額

研究研修費

調 査 旅 費

資料作成費

資料購入費

広　報　費

広　聴　費

計

差 引 額

改革クラブ

３名

公　明　党

２名

市民クラブ

７名

研政クラブ

２名

�坂純子

１名

中井澄夫

１名

２４０，０００

３８，７１５

１０，０００

４８，７１５

１９１，２８５

藤原　章

１名

高

※差引額がある会派は、その額を市に返還しています。�
※高坂純子議員の政務調査費は、５月分から市民クラブで支給しています。



１１

小 野 市 議 会 だ よ り

◎民生地域常任委員会◎
議案第２８号　（仮称）小野市防災センター建築工事請負契

約について
議案第２９号　（仮称）小野市防災センター電気設備工事請

負契約について
　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべき
と決まりました。

◎総務文教常任委員会◎
議案第２３号　兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更

について
　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべき
と決まりました。

◎民生地域常任委員会◎
議案第１７号　小野市福祉給付制度適正化条例の制定について
議案第１８号　小野市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービス事業者

の指定並びに指定地域密着型サービス事業及び指定地域密着型介護予防サービス事
業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の制定について

議案第１９号　小野市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について
議案第２０号　小野市清掃事業施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
議案第２１号　小野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２２号　小野市立ひまわり園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
議案第２４号　小野市一般廃棄物最終処

分場の管理に係る指定管
理者の指定について

議案第２５号　小野市道路線の認定につ
いて

議案第２６号　小野市道路線の変更及び
廃止について

議案第２７号　播磨内陸医務事業組合か
らの脱退について

　審査の結果、反対討論はなく、全会
一致で可決すべきと決まりました。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

≪各常任委員会に付託された議案≫
3月13日開催

3月25日開催

3月25日開催



１２

小 野 市 議 会 だ よ り

◎
平
成

２５
年
度
に

４０
周
年
を
迎
え
る
リ
ン

ゼ
イ
市
と
の
姉
妹
都
市
連
携
事
業
に
つ

い
て
、
経
済
発
展
の
著
し
い
ア
ジ
ア
諸

国
な
ど
の
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に
つ

い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

◎
高
齢
者
等
地
域
活
動
拠
点
づ
く
り
事
業

　
は
、
平
成

２３
年
度
か
ら
公
民
館
や
自
治

会
館
等
を
活
用
し
、
地
域
が
主
体
的
に

取
り
組
む
高
齢
者
や
子
ど
も
等
の
居
場

所
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
で
、
こ
れ
ま

で
３８
拠
点
を
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
と
も
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

等
の
た
め
、
積
極
的
な
事
業
実
施
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

◎
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
元
自

治
会
か
ら
の
要
望
に
よ
り
こ
れ
ま
で
か

ら
鋭
意
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
今
後

通
学
路
等
の
安
全
安
心
を
図
る
た
め
に
、

高
照
度
の
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
た
い
。

◎
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
、
北

播
磨
を
代
表
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
よ
う
に
、
今
後
特
産
品
の
出
品
や

販
売
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
充
実
す
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

◎
入
院
収
益
等
病
院
事
業
収
益
に
つ
い
て
、

計
画
さ
れ
て
い
る
予
定
額
を
確
保
さ
れ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
加
古
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
上
部
利

用
施
設
で
あ
る
芝
生
広
場
に
つ
い
て
、

市
民
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
広
報
啓
発
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

◎
消
防
及
び
救
急
活
動
用
資
機
材
の
購
入

費
を
予
算
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場

で
の
消
防
職
員
の
安
全
の
た
め
、
十
分

な
装
備
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
平
成

２４
年
度
か
ら
コ
ミ
セ
ン
ご
と
に
学

習
活
動
を
中
心
と
し
た
寺
子
屋
事
業
を
、

小
学
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
住
民
が
指
導
者
に
な
る
こ
と
に
よ

　
り
、
三
世
代
交
流
や
地
域
の
絆
が
醸
成

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
事
業
の
拡

充
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　平成２５年度の小野市予算が、３月定例会に提出されました。

これを受け議会は、全議員による予算特別委員会を設置して、３月１４日、１８日、２１日に予算審査

を実施しました。新年度予算編成にあたって、市長施政方針に掲げられた「ゼロベースの発想で、

新たな変革と創造」にどのようにチャレンジされるのか、そして厳しい財政状況が続いている中で、

市政をどのように運営されるのかなど、多くの意見が出されました。

予算特別委員会が各部局へ要望した意見は下記のとおりです。

予算総額 371億円

議案第 ３ 号　　平成２５年度小野市一般会計予算
議案第 ４ 号　　平成２５年度小野市国民健康保険特別会計予算
議案第 ５ 号　　平成２５年度小野市介護保険特別会計予算
議案第 ６ 号　　平成２５年度小野市後期高齢者医療特別会計予算
議案第 ７ 号　　平成２５年度小野市都市開発事業会計予算
議案第 ８ 号　　平成２５年度小野市病院事業会計予算
議案第 ９ 号　　平成２５年度小野市水道事業会計予算
議案第１０号　　平成２５年度小野市下水道事業会計予算

市

民

安

全

部

市

民

安

全

部

市

民

安

全

部

消

防

本

部

消

防

本

部

消

防

本

部

市

民

病

院

市

民

病

院

市

民

病

院

地

域

振

興

部

地

域

振

興

部

地

域

振

興

部

教

育

委

員

会

教

育

委

員

会

教

育

委

員

会

付託議案

（８件）

総

　

務

　

部

総

　

務

　

部

総

　

務

　

部

水

　

道

　

部

水

　

道

　

部

水

　

道

　

部



１３

小 野 市 議 会 だ よ り

平成２５年度

予算
重点項目

平成２５年度

予算
重点項目

・安全・安心な暮らしの確保
・高度で良好な生活圏の形成
・子育て・教育環境の充実
・魅力・活力ある地域づくり

小野市議会議員政治倫理条例を制定小野市議会議員政治倫理条例を制定
　市議会では、議員自らが今後の議会改革にどう取
り組むべきか、会派代表者会や議会運営委員会等で
様々な検討を行った結果、議員の姿勢を市民のみな
さんに見える形で示すために、議員の政治倫理等に
関して定めた条例を３月定例会で制定しました。

≪条例の内容≫
１　議員が遵守するべき政治倫理基準【第３条】
　　６項目にわたって規定

２　審査の請求方法【第４条】
　　政治倫理基準に反する疑いがあると認められる
　議員があるときは、市民又は議員は審査の請求が
　できる。

３　政治倫理審査会の設置等【第５条～第１３条】
　　有効な審査の請求があったときに、議員及び学
　識経験者で政治倫理審査会を組織する。政治倫理
　基準に反し、重大な責任があると認めるときは、
　議長に報告する審査報告書に、議員辞職等の勧告
　を明記することができる。

４　議会の措置【第１６条】
　　議会は、政治倫理審査会から報告を受けた事項
　を尊重し、必要と認める措置を講ずる。
≪施行期日≫　平成２５年４月１日

連合審査会を開催連合審査会を開催
　市議会では、３月定例会に上程され、多くのみな
さんから意見が寄せられるなど、全国から注目され
た議案第１７号「小野市福祉給付制度適正化条例の制定」
について、常任委員会の枠を超えて全議員が参加す
る連合審査会を開催して、より慎重に審査を行いま
した。
　連合審査会では、当局からの議案説明を受け、そ
の内容について詳細な質疑を行いました。また、各
議員が調査してきた市民、民生委員などのこの条例
に対する声を全議員で共有するとともに、条例制定
後の影響や、全国から寄せられた懸念を表明する意
見書並びに報道機関等の記事内容についても、議員
間で討論を行い、議論を深めました。

１　開催日時　３月１５日（金）　１３：３０～１６：４０

２　開催場所　市役所５階第２委員会室

３　内　　容
 （１）議案の説明
 （２）質疑
 （３）議員間の意
 　 見交換

予算特別委員会



１４

小 野 市 議 会 だ よ り

平成２４年度一般会計２月補正予算概要

一般会計補正予算総額　２４億１千万円

2月臨時会 こんなことが決まりました。2月臨時会 こんなことが決まりました。
　緊急議案「平成２４年度小野市一般会計補正予算（第４号）」及び「平成２４年度小野市下水道事業会計
補正予算（第１号）」を審査するため、２月１２日に市議会臨時会を開催し、各常任委員会に審査を付託
した後、本会議において原案のとおり可決しました。今回の補正は、「日本経済再生に向けた緊急経済
対策」を柱とする国の大型補正予算に呼応して、新年度に計画していた２１件の事業を前倒しして、長
期デフレからの脱却と地域経済の活性化、そして社会インフラ整備に係る市の実質負担額の大幅な圧
縮を目指すものです。

（単位：千円）

総 合 政 策 部

産 業 課

産 業 課

産 業 課

産 業 課

道 路 河 川 課

道 路 河 川 課

道 路 河 川 課

道 路 河 川 課

道 路 河 川 課

道 路 河 川 課

道 路 河 川 課

まち づくり 課

まち づくり 課

まち づくり 課

体 育 保 健 課

産 業 課

まち づくり 課

まち づくり 課

財 政 課

教 育 総 務 課

教 育 総 務 課

教 育 総 務 課

財 政 課

市民交流ホール整備事業
　大規模な会議、式典等の開催に対応するための施設（エクラの機能強化）
下東条地域交流施設整備事業
　下東条地区の新たな観光交流・地域コミュニティの拠点施設
農村総合整備事業
　農村総合ひまわりの里小野Ⅱ期事業。農業用水施設、暗渠排水、農道等の整備
県営ため池改修事業負担金
　県営ため池改修にかかる負担金　（谷口池、沢田池）
震災対策農業水利施設整備事業
　ため池の耐震診断（６箇所）及び各ため池のハザードマップの作成
新都市中央線整備事業
　国道１７５号市場東交差点から工業団地へつながる新都市中央線の整備
市道２１５号線整備事業
　新県道神戸加東線（Ｈ２５年度末供用）のアクセス道路を整備
市道１７４１号線整備事業
　黒川西区画整理事業に伴い、市道への接続部分の舗装整備
市道１０３１号線整備事業
　黒川町ＪＡガソリンスタンド前～はなみずき街道までの歩道及び道路舗装リニューアル工事
一般道路整備事業
　道路舗装修繕（一般道路舗装修繕　８箇所）
一般道路整備事業
　道路舗装調査（道路照明、大型標識、歩道橋等の安全点検）
橋梁整備事業費
　橋梁長寿命化修繕計画（平成２３年度策定）に基づき、遊舟橋ほか計５箇所の橋梁改修
黒川西土地区画整理事業
　区画整理面積：約１．７ｈａ。事業期間：平成２２年度～平成２６年度
中心市街地まちづくり整備事業
　小野高校前～旧三木宍粟線交差点に係る道路舗装と歩道の整備
大池総合公園整備事業
　大池総合公園トイレ改修及び避難所対応化、駐車場等整備
大池総合公園整備事業
　大池総合公園テニスコートのフェンス、人工芝の張替
シビックゾーン整備事業
　ソロ池そばへの商業施設誘致に伴い、修景を含めた空間演出のための噴水施設（３基）を整備
大池水辺広場整備事業
　大池総合公園東側あずま屋周辺の整備。フェンス、園路、植栽等
施設営繕費
　市営住宅、新田団地、中町団地のエレベータの耐震化安全対策
農業集落排水事業負担金
　農業集落排水施設（ピュア小田）の老朽箇所の改修工事。下水道事業に伴う負担金
小野東小学校校舎整備事業
　Ｈ２３予算をＨ２４年度へ繰り越して整備中。Ｈ２５年度で残り半分を整備。８月完成予定
小野東小学校体育館整備事業
　小野東小学校体育館の改築事業。校舎の大規模改造事業にあわせ老朽化した体育館を改築
学校等空調設備整備事業
　小・中学校の空調設備未設置教室及び保健室、職員室の老朽空調設備の更新。２８箇所

公共施設整備基金積立金

担　当　課内　　　　　　　　　容 事 業 費

３６２，５００

１００，０００

５０，５００

１１，５５０

３６，０００

１４０，０００

２７，０００

４５０

４７，０００

２００，０００

６，０００

２０，０００

４０，０００

２８，８００

５０，０００

５１，７００

１５，０００

１０，０００

６，０００

２０，０００

６２０，０００

３００，０００

６７，５００

２００，０００
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（１）１月３０日（水）福岡県大野城市「高齢者移動支援事業」について　
　大野城市南地域は坂が多いことから、高齢者の移動が問題
になってきた。この地域は西鉄バス（路線バス）があり、コ
ミバスを走らすことができないため（他地域はコミバスが運行）、
市に車を購入してもらい、路線バスが走ってないところを運
行することになった。平成２１年４月から高齢者移動支援「ふ
れあい号」が、官民一体事業として実施された。

〈課　題〉大きな車で細い道（路線バスの通っていない道）
を通るので、事故が心配とのこと。

〈感　想〉地域がよくまとまっており、南コミュニティ会長のリーダーシップがよくとれているように感じ
た。南地域住民自らが立ち上がり、実施するという市民力・地域力に感服しました。小野市においても、

「市民力」が「新社会資本」として確固たる歩みを始められるよう、挑戦していきたいものです。

（２）１月３１日（木）福岡県久留米市「Ｂ級グルメの聖地（まち）久留米事業」について
　ＪＲ新幹線久留米駅を下車すると、ジャンボタイヤが正面にドーンと据えられている。流石、ブリヂ
ストンタイヤ発祥の地である。久留米市は、とんこつラーメン発祥「久留米ラーメン」で、人口当たり
の店舗数が日本一である。また、バラエティに富んだネタの「久留米焼き鳥」、ねばり腰が魅力の「筑後
うどん」の「三大Ｂ級グルメ」として、この度、「Ｂ－１グランプリｉｎ久留米」の開催を機に、「Ｂ級グ
ルメの聖地（まち）久留米」を宣言されています。

〈感　想〉ここでも市民力・地域力を感じた。英知と勇気と
情熱をもって、「Ｂ級グルメの聖地（まち）久留米」をされて
いるのは素晴らしい。Ｂ－１グランプリを脱退し、筑後川沿
いで行われる１８，０００発の花火大会、久留米出身の観光大使
の認定、「くるめ食の八十八ヵ所巡礼の旅」など、次の一手
に取り掛かっておられるところなどは、まさしく市民力・地
域力を感じる。食を通じてのまちづくり、人が集い、協働の
場があり、単なるイベントではなく、進化するＢ級グルメと
して、今後の動向も見据え、参考にしたいところです。

（３）２月１日（金）沖縄県宜野湾市「オリジナル健康体操「美ら（チュラ）がんじゅう体操」事業」について
　宜野湾市は１９６４年（昭和３９年）に「健康都市宣言」をして
おり、その頃から「健康」に関して重点的に取り組んでいる。
男性の３０代～５０代は２人に１人、女性の３人に１人が肥満
とのことで、頷ける内容である。目標を健康寿命の延伸と生
活の質の向上においており、その施策の中心になっているのが、
オリジナル体操「美らがんじゅう体操」である。５，０００人の
市民に普及しているが、成果の検証はまだできていないとの
ことである。

〈感　想〉運動指導士２名の指導の下、全員「美ら（チュラ）がんじゅう体操」を実体験した。ＤＶＤの登
場人物が市民中心で、非常に親しみやすく、市民への配布を通じ、より体操が身近なものとして捉えら
れている。小野市の「らくらく体操」のようなゆったりした動きの体操である。ＤＶＤは希望者に無料で
配布しており、多く普及している要因か。小野市のオリジナル体操の普及には、希望者への無料配布
と何らかの義務付けが必要かと思われる。

（公明党）
川名善三、竹内　修

（市民クラブ）
藤本修造、岡嶋正昭、前田光教、小林千津子、高坂純子、山本悟朗、山中修己

市民クラブ・公明党合同視察報告市民クラブ・公明党合同視察報告
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■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８

【2月】�
４日　北播磨総合医療センター企業団議員協議会（三木市）�  
５日　全国市議会議長会市議会議員共済会代議員会（東京）�  
　〃　　長崎県雲仙市行政視察（来市）�  
６日　議会運営委員会�  
７日　全国市議会議長会基地協議会（東京）�  
９日　小野市スポーツ賞表彰式�  
１１日　神戸合成㈱創立５０周年記念式典�  
１２日　臨時議会�  
　〃　　総務文教・民生地域常任委員会�  
　〃　　議員協議会�  
　〃　　播磨内陸医務事業組合議会（加東市）�  
１３日　愛知県扶桑町・岩倉市行政視察（来市）�  
１３日～１５日　改革クラブ・研政クラブ行政視察
　　　　　（出水市・いちき串木野市・日置市）�  
１４日　兵庫県市議会議長会総会（神戸市）�  
１５日　北播政経懇話会（西脇市）�  
１８日　民生地域常任委員会研修会�  
　〃　　北播磨総合医療センター企業団議会（三木市）�  
１９日　北播衛生事務組合議会（加東市）�  
　〃　　北播磨こども発達支援センター事務組合議会（加東市）�  
２０日　議会運営委員会�  
　〃　　市議会報編集委員会�  
２１日　総務文教常任委員会研修会�  
２２日　民生地域常任委員会研修会�  
　〃　　議員協議会�  
２６日　小野加東広域事務組合議会�  
２７日　３月定例会（第１日）�  
２８日　小野加東環境施設事務組合議会��  

【3月】�
１日　環境審議会�  
５日　播磨看護専門学校卒業式�  
１１日　３月定例会（第２日）�  
　〃　　議会運営委員会�  
１２日　中学校卒業式�  
１３日　３月定例会（第３日）�  
　〃　　民生地域常任委員会�  
１４日　予算特別委員会（第１日）�  
１５日　特別支援学校卒業式�  
　〃　　幼稚園卒園式�  
　〃　　連合審査会�  
１８日　予算特別委員会（第２日）�  
１９日　小学校卒業式�  
２１日　予算特別委員会（第３日）�  
２５日　総務文教・民生地域常任委員会�  
　〃　　小野商工会議所通常総会�  
２７日　３月定例会（第４日）�  
　〃　　議員協議会�  
２９日（仮称）小野市防災センター整備工事安全祈願祭�  
　〃　　北播政経懇話会�  
３１日　東播少年剣道大会�  

【4月】�
４日　議員研修会�  
８日　特別支援学校入学式�  
　〃　　中学校入学式�  
９日　小学校入学式�  
１０日　幼稚園入園式�  
１２日　市場水源地紫外線処理施設完成記念式典�  
　〃　　小野市老人クラブ連合会総会�  
　〃　　東播・淡路市議会議長会定例会�  
１４日　小野市消防大会�  
　〃　　青少年補導委員会総会�  
１７日～２２日　リンゼイ市訪問�  
１８日　市議会報編集委員会�  
　〃　　北播政経懇話会�  
２３日　小野匠工業会総会�  
２４日　兵庫県市議会議長会総会（尼崎市）�  
２５日　小野市連合区長会総会�  
２６日　近畿市議会議長会定期総会（守山市）�  
３０日　議会運営委員会�  
　〃　　市議会報編集委員会�

◎ 議 会 の 動 き ◎◎ 議 会 の 動 き ◎◎ 議 会 の 動 き ◎

自宅にいながら議会の傍聴

小野市議会のホームページからご覧いただけます。

市議会 ＬＩＶＥ中継 実施中!!

ご希望の方は、6月12日（水）ま
でに議会事務局までお申し込
みください。

　定例会の第2日と第3日は、傍聴の方が休憩
していただけるように議場の隣に傍聴者休憩
室を開設しています。�    
　セルフサービスのお茶も用意していますので、
お気軽にご利用ください。�  

　定例会の第2日と第3日は、議員の一般質問
があります。�    
　議員からは、提出議案の質疑、市政全般に
わたる一般質問を行い、これに対して市長や
部長等が答弁します。

傍聴お待ちしております傍聴お待ちしております傍聴お待ちしております

傍聴者休憩室を開設します傍聴者休憩室を開設します

傍聴お待ちしております


